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はじめに
　2011 年の国勢調査結果が少しずつ公表されている。2012 年 12 月 11
日の発表によれば、ウェールズの人口（3 歳以上）の 19% にあたる約
56 万人 2 千人がウェールズ語（カムリー語）を話すことができると回
答したという（ONS 2012）(1)。ウェールズ語に関しては、さまざまな統
計調査があるが、その中でも 10 年ごとに行なわれる国勢調査のデータ
は、ウェールズ語の状況を長期的な視点で継続的に把握する上で根幹と
なる統計資料である。
　ウェールズ語話者数 58 万 2368 人、話者率 20.8％、という結果となっ
た 10 年前の 2001 年国勢調査は、低下の一途をたどっていたウェールズ
語話者の割合が初めて上昇し、ウェールズ語が言語復興の成功例であ
ることを強く印象付けるものであった。本稿では、復興をさらに裏付
けるような結果になるのかどうか注目された 2011 年国勢調査において、
ウェールズ語に関わる質問項目がどのように扱われたのかを考察すると
ともに、その結果について詳しく見ていきたい。
１．2001 年国勢調査まで
　国勢調査の質問項目はそのときどきで見直され追加や削除が行われる
が、1801 年からイギリスで行われている国勢調査にウェールズ語に関
わる項目が含められたのは 1891 年のことであった。質問項目の追加に
あたっては、イングランドに相当数いると思われる話者について調査で
きるよう求める声もあがっていたという（Jenkins 1999）。しかしながら、
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ウェールズ語に関わる項目はウェールズで配布される質問票のみに含ま
れる項目となった。松山（2008）でも述べたように、1891 年の調査では、
「英語だけを話す」45.5％、「ウェールズ語だけを話す」30.4％、「英語と
ウェールズ語の両方を話す」24.1％という結果が得られたものの、「話
す言語」という項目が個々人の使用言語を問うのか家庭で話される言語
を問うのかがあいまいであったり、幼児についても回答を求めるなどの
問題や実施および集計上の混乱などのために、1901 年以降のデータと
は比較困難なものに終わっている。
　1901 年以降はある程度比較しやすい質問形式で継続されているが、
多少の変更がある。例えば、1961 年まではウェールズ語を「話す」か
どうかのみを問う質問だったのが、1971 年に「読む」「書く」が含まれ
るようになったり、英語を解さないウェールズ語のモノリンガル話者が
減少してウェールズ語話者のほとんどが英語も流暢に話すバイリンガル
話者であるという状況になったために 1991 年からはウェールズ語話者
に英語を話すかどうかを問うことはなくなっている。さらに、2001 年
の調査では、「話す」「読む」「書く」に加えてウェールズ語を「聞いて
理解する」が加わって 4 つのスキルについて問うことになったと同時に、
それまでウェールズ語を「話す」かどうかを問うものであった質問が「話
せる」かどうかを問うものに変更された。2001 年調査の英語版質問票
では次のように質問された（ONS 2001）。
 
Can you understand, speak, read or write Welsh? 
  ✔ all the boxes that apply. 
� Understand spoken Welsh 
� Speak Welsh 
� Read Welsh  
� Write Welsh 
� None of the above 
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以上のように質問の形式に変化はあったものの、ウェールズ語を話すか
どうかまたは話せるかどうかを問う質問が継続されたことで、国勢調査
はおよそ 1 世紀にわたって言語の状況を把握するための重要な指標と
なっている。表１はウェールズ語を話すまたは話せると回答した人の数
と割合をまとめたものである。
　　　 表１：ウェールズ語の話者数と割合（国勢調査）
調査年 話者数 割合 
1901 929,824 49.9% 
1911 977,366 43.5% 
1921 922,092 37.1% 
1931 909,261 36.8% 
1941 (国勢調査なし) 
1951 714,686 28.9% 
1961  656,000* 26.0% 
1971  542,400* 20.8% 
1981  508,200* 18.9% 
1991  500,000* 18.5% 
2001   582,368**   20.8%** 
 * は OPCS (1994) からの四捨五入値、** は Welsh Language Board (2003)、その他は Davies (1993)
　話者数はウェールズ全体の人口増加もあって 1901 年から 1911 年にか
けていったんは増加したものの、その後は、話者数が減少するとともに
話者の人口に占める割合も低下し続け、1991 年には話者率 18.5％にま
で低下していた。話者率低下の幅は 1971 年から 1981 年にかけて 1.9 ポ
イント、1981 年から 1991 年にかけて 0.4 ポイントとそれ以前に比べる
と次第に小さくなってはいたが、話者率低下から話者率上昇へ転換した
2001 年の調査結果は言語の復興に取り組む人々にとって朗報となる結
果であった。それだけに、2011 年調査の結果は言語復興にとって残念
な結果であったわけだが、次節からは、2011 年国勢調査にむけてウェー
－ 4－
ルズ語に関わる質問項目がどのように検討されてきたかを振り返ってみ
たい。
２．2007 年試行調査へ
　2011 年国勢調査の質問票は、2007 年の試行調査や 2009 年の予行調査
を含めおよそ 4 年にわたる期間を経て準備されたものである。スコット
ランドでは GROS（General Register Office for Scotland）が、北アイルラ
ンドでは NISRA（Northern Ireland Statistics and Research Agency）が国勢
調査を実施するため、イングランドとウェールズの国勢調査を実施する
Office for National Statistics（国立統計局、略称 ONS）は、2005 年 5 月に
2011 年調査においてイングランドおよびウェールズで配布される質問
票に含める項目の素案を提示して意見を募っている（ONS 2005）。この
素案の中でリストアップされた質問項目は、2011 年調査に含まれるこ
とが確実で質問形式についても問題がないと思われるものをカテゴリー
1、含めるかどうか決定するにはさらなる検討作業が必要とされるもの
をカテゴリー 2、この意見聴取で十分なニーズがあると認められなけれ
ば今後の検討から外されることになるものをカテゴリー 3 として 3 つに
分類されている。2001 年調査で問われたウェールズ語の能力に関する
質問はカテゴリー 1 に位置づけられ、2011 年調査にも引き継がれるこ
とが確実と提案された。一方で、これまでの国勢調査にはなかった英語
能力を問う質問がカテゴリー 3 としてあげられ、検討の対象になった。
　中央省庁や自治体などを含むおよそ 500 の利用者から素案にあった約
70 の質問項目に対してのべ 2000 に及ぶ意見が寄せられたという（ONS 
2006）。英語能力のみを問う質問のニーズはさほど高くなかったが、住
民へのサービス提供にあたって翻訳や通訳などの必要性について知るた
め英語以外の使用言語に関するデータが必要であるという意見が自治体
などから寄せられた。英語以外のどの言語を話すかを問うことは提案に
は含まれていなかった項目だが、これらの意見を反映して、言語につい
ての質問がさらなる検討作業が必要なカテゴリー 2 に位置づけられるこ
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とになった。その後 2006 年 12 月から 2007 年 3 月にかけて民族や宗教、
言語に関する質問項目について分野別に行われた意見聴取では、回答を
寄せた地方自治体の 96% が住民の使用言語に関する情報が必要である
と回答しており、住民へのサービス提供の観点から特に英語の能力や英
語以外の使用言語についての情報が必要であるとの指摘があった（ONS 
2008a）。このような経緯を経て、2007 年の試行調査はウェールズ語だ
けでなく、英語以外の言語についても問うものとなった。ウェールズ議
会政府やウェールズ語委員会からは、ウェールズ語能力だけではなく
ウェールズ語の使用頻度についても問うことができるよう要望が出され
ていた（National Assembly for Wales 2006）。2007 年試行調査の具体的な
質問項目については、後述する。
　試行調査は 2007 年 5 月 13 日に実施された。調査の対象となる約 10
万世帯はイングランドのバースと北サマーセット、カムデン、リバプー
ル、ストークオントレント、およびウェールズのカマーゼンシャー（Car- 
marthenshire、ウェールズ語ではシール・ガール Sir Gâr）の 5 つの自治
体から抽出された。前回 2001 年国勢調査からの調査方法の変更点を試
すことが試行調査の目的である。従来調査員が各世帯を訪問し手渡して
いた調査用紙を郵送するといった配布方法の変更や、今までなかった調
査項目が機能するのか実際にやってみるための調査である。以前からあ
る項目であっても、質問の形式が変更されているものもあった。正確な
回答が得られるかどうか試してみることで、2011 年の本調査にどのよ
うな項目を含めるのか、質問の形式に問題がないかを検討する材料とな
る。2001 年から 2011 年の国勢調査に継続することが予定されている質
問の多くは特に問題なく実施されることが予測されるため、試行調査で
は新たな質問や形式が変更される質問が試されたという（ONS 2008b）。
　世帯の一人一人に対する新たな調査項目で最も重要視されたのは、収
入源と収入の水準に関わるものであったが、英語以外の言語についても
問うことが試みられたため、ウェールズ語に関わる質問にも注目すべ
き変更が試されることになった。従来、ウェールズ語に関する質問は
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ウェールズで配布される質問票のみの項目で、イングランドで配布され
る質問票には言語に関する質問は含まれていなかったが、この試行調査
ではウェールズ語も含めて総合的に言語に関して問う共通の質問がイン
グランドとウェールズ双方の質問票に設けられた。ここではカマーゼ
ンシャーで配布されたウェールズの質問票について英語版の質問を示
す (2)。
What language can you understand, speak, read or write? 
  Tick all boxes that apply. 
  No 
ability 
Understand
spoken 
Speak Read Write 
 Welsh □ □ □ □ □ 
 English □ □ □ □ □ 
 Other language, 
write in 
                            
   □ □ □ □ 
  No 
ability 
Understand
sign 
Sign   
 British Sign Language □ □ □   
 Other sign  
language,  
                            
 write in  □ □   
 
「どの言語を理解する、話す、読む、書くことができますか」のように、
ウェールズ語と英語、イギリス手話については回答者全員に「（話しこ
とばを）理解する」「話す」「読む」「書く」の 4 つのスキルから該当す
るもの、または、「できない」（手話の場合は、「理解できる」「できる」
「できない」）にチェックを求める質問になっている。その他の言語・手
話については、言語名を具体的に記入して該当する技能に同様にチェッ
クをつけるようになっている。英語以外の言語について問うにあたって
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従来からあったウェールズ語に関する質問と統合された形である。
　これまでの国勢調査では、ウェールズ語についての質問はウェールズ
で配布する質問票のみに記載される項目であったため、ウェールズの外
に住む話者を捕捉することはできなかったが、このような質問が本調査
で実現すれば、イングランドに住む話者についてもデータ収集が可能に
なる。ウェールズの質問票では、「どのくらいの頻度でウェールズ語を
話しますか」という質問が続き、イングランドと共通の質問と合わせて、
ウェールズ語の能力と実際の使用の両方について問う構成になってい
る。ウェールズ語について他の言語と合わせて問う質問形式は、ウェー
ルズ議会政府やウェールズ語委員会がウェールズ語についての質問は他
の言語に関わる質問とは別に設けるよう要望していたことには反するも
のであったが、ウェールズ語の使用頻度について問われた点では議会政
府やウェールズ語委員会の要望が反映されている。ウェールズの質問票
でのみ問われたのは次のような質問である。
ウェールズ語版の質問票 英語版の質問票 
Pa mor aml ydych chi’n siarad Cymraeg? 
  Ticiwch un blwch yn unig. 
� Bob dydd 
� Bob wythnos 
� Llai aml 
� Byth 
How often do you speak Welsh?  
  Tick one box only. 
� Daily 
� Weekly 
� Less often 
� Never 
 
ウェールズ語を話せるかどうか（または話すかどうか）だけではなく、
実際の使用頻度について問う質問はこれまでの国勢調査にはなかった質
問である。
　2001 年の本調査で世帯の一人一人に対する質問に当てられるページ
が 3 ページ分であったのに対して、2007 年試行調査では 4 ページ分あ
ることからもわかるように、試行調査は新たな質問や質問形式を試すこ
とで本調査に採用する質問を絞るためのもので、試行調査の質問がその
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まま国勢調査に採用されるわけではない。2007 年試行調査を踏まえて、
2009年予行調査および 2011年本調査でどのような質問がなされたのか、
次節で見ていく。
３．2009 年予行調査から 2011 年本調査へ
　2007 年試行調査については、その回答率や記入ミスなどを見直すと
ともに、試行調査実施後まもなくの 2007 年 6 月から 7 月にかけて、試
行調査に回答した世帯と回答しなかった世帯の両方から抽出した人を対
象に、回答に要した時間についてどう思うか、回答困難な質問がなかっ
たかなどの聴き取り調査も実施された。試行調査の質問が機能したかど
うかの分析は ONS（2008b）に詳しい。
　これによると、イングランドと共通の言語に関する質問は、複雑すぎ
て記入ミスの割合が高い、という結果になったという。英語・ウェール
ズ語・イギリス手話の中で、英語については記入ミス 7.7% とウェール
ズ語・イギリス手話よりは低いが、それでも他の質問と比べると有効
回答の割合が低かった。イギリス手話については、61.4% が無記入で、
ウェールズ語に至っては、記入ミスが 71.2% に上ったという。「（話し
ことばを）理解する」「話す」「読む」「書く」「できない」のどれにもチェッ
クのない回答者が多く、特にイングランドの回答者に無記入が多かった
という。ウェールズで唯一調査地となったカマーゼンシャーの回答でも
28.7% が無記入であるなど、記入方法が複雑すぎて正確な回答が得られ
ない懸念が出てきた。ONS（2008b）は、試行調査の 27 の質問それぞれ
について、無記入や不正確な回答が起こる危険度を 3 段階で評価してい
る。ウェールズでのみ問われたウェールズ語の使用頻度に関わる質問は
危険度が最も低い「緑」と評価されたのに対して、イングランドと共通
の言語に関する質問は危険度が最も高い「赤」と評価され、質問項目を
再考することが必要とされた。
　このような準備段階を経て質問項目が検討され、2009 年 10 月 11
日に予行調査が行われた。実施地域には、イングランドのランカス
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ター、ロンドン自治区のニューアム、およびウェールズのアングルシー
（Anglesey、ウェールズ語ではエニス・モン Ynys Môn）の 3 つの自治体
が選ばれた。試行調査が準備段階でさまざまな可能性を模索するために
実施されるのに対し、予行調査は本調査が滞りなく実施できるかどうか
を検証するリハーサルである。したがって、予行調査では、本調査で使
用する予定の調査票を用い、支障がないことを確認することになる。
　試行調査において問題の多かった言語に関する質問は、次のような形
式に修正された。イングランドの質問票およびウェールズ質問票（英語
版）の質問は次のようになった。
ウェールズの質問票（英語版） イングランドの質問票 
What is your main language? 
� English or Welsh 
� Other, write in (including sign languages) 
                                   
What is your main language? 
� English 
� Other, write in (including sign languages)
                                   
 
ウェールズの質問票では、主に使用する言語が英語・ウェールズ語なの
かを質問し、それ以外の言語を主に使用する人は具体的な言語（または
手話）の名称を記入するようになっている。イングランドの質問票で
は、英語以外の言語を主に使用する場合に言語名を記入するようになっ
ているので、ウェールズ語を主に使用する場合にはここで記入されれば
ウェールズ語話者として捕捉されることになる。この質問で、その他の
言語名を記入した回答者はさらに次の英語能力に関する質問にも回答す
ることを求められる。ウェールズ（英語版）の質問はイングランドの質
問票と同一の質問なので、ここではウェールズ語版の質問を示す。
－ 10 －
2007 年の試行調査では、ウェールズ語についても英語・手話・その他
の言語と同じ質問に含めることが試みられたものの、従来通りウェール
ズ語については別の質問で改めて問う 2001 年調査の形式が 2009 年の予
行調査から 2011 年本調査へ継続される結果になった。ウェールズ語に
関する質問がウェールズの質問票にのみ含まれる点でも、また、試行調
査で試みられたように使用頻度を問わずに能力だけを問う点でも 2001
年国勢調査と同様の質問が 2011 年国勢調査に継続されることになった
わけである。2011 年の調査結果については次節で考察する。
４．2011 年国勢調査
　2007 年の試行調査、2009 年の予行調査などの準備段階を経て、2011
年 3 月 27 日イングランドおよびウェールズの国勢調査が行われた。前
節でみたように、ウェールズ語についての質問は 2001 年国勢調査と同
形式で、それとは別に、主要言語が英語・ウェールズ語なのかどうか、
英語・ウェールズ語が主要言語でない場合の英語能力を問う質問が新た
に追加されることになった。ウェールズの質問票では、次ページのよう
に質問された (3)。
　2012 年 12 月 11 日に公表された集計結果によれば、ウェールズ語を
話すことができると回答した人は約 56 万 2 千人（3 歳以上の人口の
19%）で、前回 2001 年の約 58 万 2 千人（20.8%）から話者数は減少し、
話者率も低下している（ONS 2012）。また、「話す」「読む」「書く」こ
とができる、つまり、読み書きができるウェールズ語話者は約 43 万 1
千人（14.6%）で、2001 年調査の約 45 万 8 千人（16.3%）から 1.7 ポイ
ウェールズの質問票（ウェールズ語版） イングランドの質問票 
Pa mor dda allwch chi siarad Saesneg? 
� Da iawn 
� Da 
� Ddim yn dda 
� Dim o gwbl 
How well can you speak English? 
� Very well 
� Well 
� Not well 
� Not at all 
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ント低下している。「話す」「読む」「書く」ことはできないが、話しこ
とばを理解できる人は、2001 年の 13 万 8 千人（4.9%）から 15 万 8 千
人（5.3%）へ 0.4 ポイントの上昇がみられたものの、73.3％の人がウェー
ルズ語のスキルが何もないと回答しており、その割合は 2001 年調査の
71.6% から 1.7% 上昇した。2011 年調査から新たに設けられた主要言語
を問う質問からは、世帯の全員が英語またはウェールズを主要言語にし
ている世帯が 97％にのぼることがわかった。
ウェールズ語版の質問票 英語版の質問票 
17 A allwch ddeall, siarad, darllen neu 
ysgrifennu Cymraeg? 
� Deall Cymraeg llafar 
� Siarad Cymraeg 
� Darllen Cymraeg 
� Ysgrifennu Cymraeg 
� Dim un o’r uchod 
17 Can you understand, speak, read or write 
Welsh? 
� Understand spoken Welsh 
� Speak Welsh 
� Read Welsh 
� Write Welsh 
� None of the above 
18 Beth yw eich prif iaith? 
� Cymraeg neu Saesneg 
� Arall, nodwch (gan gynnwys Iaith 
Arwyddion Prydain) 
18 What is your main language? 
� English or Welsh 
� Other, write in (including British Sign 
Language) 
19 Pa mor dda allwch chi siarad Saesneg?
� Da iawn 
� Da 
� Ddim yn dda 
� Dim o gwbl 
19 How well can you speak English? 
� Very well 
� Well 
� Not well 
� Not at all 
 
　地域別に見ると、これまで話者率が高かった西部ほど低下の幅が大
きい傾向が見られたという（Welsh Government 2012c）。22 あるウェー
ルズの州にあたる自治体（Unitary Authority）の中で話者率が上昇した
のは南東部のモンマスシャー（Monmouthshire、ウェールズ語ではシー
ル・ヴァヌィ Sir Fynwy）とカーディフ（Cardiff、ウェールズ語ではカ
エルディズ Caerdydd）のみであった。カーディフでは、32,500 人から
36,700 人へ若干の話者数増加がみられたものの、人口全体も増加したた
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め話者率は 0.1 ポイント上昇したがほぼ横ばいの 11.1% であった。モン
マスシャーでは 9.3% から 9.9% へ話者率が 0.6 ポイント上昇した。カー
フィリー（Caerphilly、ウェールズ語の綴りは Caerffili）では、話者数は
約 1,000 人増加したものの、やはり人口増のため割合は変わらず 11.2%
であった。東部の自治体のほうが話者率の下落幅が小さい傾向があり、
低下は 2 ポイント以下にとどまっている。話者率低下の幅が最も大き
かったのはカマーゼンシャー（Carmarthenshire、ウェールズ語ではシー
ル・ガール Sir Gâr）で 50.3% から 43.9% へ 6.4 ポイント低下した。続いて、
ケレディジオン（Ceredigion）で 52% から 47.3% へ 4.7 ポイント、グウィ
ネズ（Gwynedd）で 69.0%から 65.4%へ 3.6ポイント低下している。カマー
ゼンシャーで話者率が半分を割り込んだことにより、話者率が 50% 以
上の自治体は、北西部のアングルシーとグウィネズだけとなった。
　Welsh Government （2012c）はウェールズ語話者の減少について、回答
者のウェールズ語スキルの変化、すなわち、前回調査でウェールズ語を
話せると回答した人が今回調査で話せないと回答したというような変化
だけではなく、話者率の高い子どもの数の減少や死亡によって高齢話者
が失われるなどの人口変化、人口の流入・流出などの要因も指摘してい
る。毎回の調査で見られる傾向として、話者率は若年層で高く、40 歳
代で最も低くなり、そこから高齢層にかけて徐々に上昇する。この傾向
は今回の調査でも見られ、話者率の面から見れば、若年層では、3-4 歳
で 18.8% から 23.3% へ話者率が上昇し、5-15 歳では 40.8％から 40.3％
に若干の話者率低下はあるもののそれでも高い話者率を維持している。
5-15 歳の子どもの数が約 41,300 人減少したために、この年齢層の話者
率としては 0.5% の低下でしかないが、数としては 18,900 人のウェール
ズ語話者減となった。全体でのウェールズ語話者数が 2001 年の 58 万 2
千人から 2011 年の 56 万 2 千人へおよそ 2 万人の減少であったことを考
えると、話者率の高い若年層における少子化がウェールズ語話者減少の
大きな要因であったことがわかる。
　話者数が減少している一方で、ウェールズ全体の人口は約 15,300 人
－ 13 －
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増加している。しかも、その 9 割が人口の移動、つまり、出ていく人
よりも入ってくる人が多かったことによるという（Welsh Government 
2012c）。ウェールズ生まれの人に比べ、出生地がウェールズ以外の人
はウェールズ語を話す割合が低い傾向にあり、2001 年国勢調査結果で
ウェール語のスキルなしと回答した割合を比べると、全体の 71.6% に
対して出生地がウェールズ以外の人では 86% であった。人口の移動も
ウェールズ語話者の割合を引き下げる方向に働く要因であったことがう
かがえる。
　ウェールズ議会政府は、ウェールズ語に関わる行動計画 Iaith Pawb の
中で、2011 年までの目標として、ウェールズ語話者の割合の 5 ポイン
ト上昇、ウェールズ語話者が 70％を超える共同体の数を維持すること
などをかかげていた（Welsh Assembly Government 2003）。話者率の上昇
は実現しなかったが、高話者率の共同体についてはどのような結果に
なったか、2013 年 1 月に公表された結果を見ていこう。
　行政の最小単位であるウェールズの共同体（community）868 のうち
人口がごくわずかな共同体 2 つがそれぞれ近隣の共同体と合わせて集計
されているため、その数は 2011 年は 886、境界線の変更等もあり 2001
年は 865 であった。このうち話者率が 70% を超える共同体は 2001 年の
53 から 2011 年には 39 に減少した（Welsh Government 2013a）。話者率
50% のラインで見ても、2001 年の 237 から 2011 年の 193 に減少してお
り、話者率が高い共同体の数を維持する、という目標は実現できなかっ
たことがわかる。
　2011 年調査で加えられた主要言語が英語・ウェールズ語なのかどう
か、英語・ウェールズ語が主要言語でない場合の英語能力を問う質問か
らは、イングランドでは 3 歳以上の 92.3% が英語が主要言語であると
回答し、ウェールズでは 3 歳以上の 97.1% が英語またはウェールズ語
が主要言語と回答したことがわかった（ONS 2013a）。イングランドで
は英語以外が主要言語の場合に、ウェールズでは英語またはウェールズ
語以外が主要言語である場合に主要言語は何かを具体的に記入すること
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になっていた。手話以外で記入された言語は 88 にのぼったが、イング
ランドで英語以外の主要言語としてウェールズ語を記入した人は 8,248
人であった（ONS 2013b）。ある推計によれば、イングランドに住むウェー
ルズ語話者は約 11 万人とされるが、その大部分が、主要言語が英語
であるためにカウントされなかったわけである（Welsh Language Board 
2007）。
おわりに
　前節でみたように、ウェールズ議会政府が Iaith Pawb の中でかかげた、
ウェールズ語話者の割合の 5 ポイント上昇、ウェールズ語話者が 70％
を超える共同体数維持、という目標の達成は失敗に終わった。2011 年
国勢調査結果についてウェールズ語コミッショナー、メリー・ヒューズ
（Meri Huws）は「［国勢調査でウェールズ語話者が増加した］十年前に、
もうこれで大丈夫、一部で言語が後退するようなことがあっても別の面
での伸びが補ってくれるだろうという誤った安心感を皆が持ってしまっ
たかもしれない」とコメントしたが、話者率の低下・話者数の減少は必
ずしも驚くべき結果ではなかった（Welsh Language Commissioner 2012）。
　ウェールズ語について所管する教育・スキル担当大臣レイトン・アン
ドリュース（Leighton Andrews）は 2011 年国勢調査結果について次のよ
うに述べた。
驚くべき結果ではなかったと言える。実際新たなウェールズ語戦略
を準備している過程で、我々は多くの課題を認識していた。国勢調
査はその課題を明らかにしたにすぎない。（Welsh Government 2013b）
10 年ごとに実施される国勢調査と並んで、ウェールズ語話者数の推移
に関するデータを提供する調査にAnnual Population Survey（APS）がある。
労働市場に関わる情報を集めるための世帯調査 Labour Force Survey の対
象世帯が 2001 年に拡大され、ウェールズでは 22 ある州ごとに 1000 ～
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2000 世帯程度、計約 2 万世帯が抽出されるようになって、ウェールズ
語に関する質問も含まれるようになった。層化抽出されたサンプルの
データから試算されたウェールズ語話者数及び話者率は表 2 の通りであ
る (4)。
　　　 表２：ウェールズ語の話者数と割合（Annual Population Survey）
調査年 話者数 割合 
2001 833,400 29.9% 
2002 812,700 29.1% 
2003 794,500 28.3% 
2004 763,900 27.1% 
2005 751,300 26.6% 
2006 752,500 26.5% 
2007 720,400 25.3% 
2008 738,900 25.9% 
2009 730,300 25.5% 
2010 733,400 25.6% 
2011 758,900 26.3% 
2012 742,800 25.8% 
 
これまでに公表されている 12 回の調査結果のうち、その前年と比べて
割合が上昇したのは 2008 年、2010 年、2011 年の 3 回だけで、12 年間
で話者率が一番高かったのは初回 2001 年の 29.9% であった。
　国勢調査結果と比較して、APS の結果はウェールズ語話者率が高い
傾向にある。これについては、回答者が自ら記入する国勢調査に対して、
調査員の訪問や電話で面談する調査方法の影響や、世帯の代表者が回答
する方式のため特に 24 歳未満の若者について学校で習ったのだから理
解できるはずと親がスキルを過大評価する可能性、直前に民族的アイデ
ンティティを問う質問があるためにそこでウェールズ人という選択肢を
選ぶことでウェールズ語スキルについて肯定的回答が後押しされる可能
－ 16 －
性など、いくつかの要因が指摘されている（Haselden 2003）。いくつか
基本的な表現を知っているだけでウェールズ語を「理解できる」と回答
する可能性もあり、どの程度のスキルで、ウェールズ語のスキルがある
と回答すべきであるのか定義も難しい。Haselden（2003）は利用にあたっ
てはデータの性質が違うことを理解するよう注意を喚起した上で、APS
と国勢調査のどちらがより正確なデータであるということは言えない
が、前者のほうが、限定的なウェールズ語スキルしか持っていなかった
り、ウェールズ語スキルに自信がない人をカウントに含める傾向が強い
性質のデータであると結論づけている。このため、国勢調査の結果と直
接比較することはできないものの、APS の結果は 2001 年以降必ずしも
話者率が伸びてはいなかったことを示唆していたと言えよう。
　議会政府は、2012 年 12 月に 2011 年国勢調査の話者率が明らかになっ
たことを受けて、その約 9 か月前の 2012 年 3 月 1 日にすでに発表し
ていたウェールズ語の推進戦略 A Living Language: a Language for Living
（ウェールズ語では Iaith Fyw: Iaith Byw）はまさにその「言語の脆弱な
状況を認識したもので、生活のあらゆる面でウェールズ語を推進し、使
いやすくする必要性に重点をおくものである」とコメントした（Welsh 
Government 2012d）。推進戦略に合わせて発表された補足資料 Welsh Lan-
guage Strategy Evidence Review の中で、死亡により失われるウェールズ
語話者数はウェールズ語話者に成長する子どもの数とほぼ均衡している
が、ウェールズに移り住む話者よりもウェールズを離れる話者数のほう
が多いために流暢に話すことのできるウェールズ語話者は差し引きで毎
年1,200人から2,200人程度減っているという推計が示されている（Welsh 
Government 2012b）。
　「言語の脆弱な状況」を踏まえて作成されたという推進戦略は、ウェー
ルズ語を使いやすくするために取り組みが必要な領域として家族・子ど
もと若者・共同体・職場・ウェールズ語サービス・インフラの 6 つをあ
げている（Welsh Government 2012a）。その冒頭に「私たちはウェールズ
語を翻訳の問題と考えることからウェールズの日常生活の当たり前の一
－ 17 －
2011 年国勢調査におけるウェールズ語話者数データ
部と考えるように変わる必要がある」という教育・スキル担当大臣アン
ドリュースのことばがある（Welsh Government 2012a: 4）。ウェールズ語
学校がある、ウェールズ語テレビ放送がある、ウェールズ語で行政サー
ビスが受けられるなど、ウェールズ語でさまざまなことができる環境が
確保されてきたことに満足してしまうのではなく、言語が日々実際に用
いられることが、言語復興が本当に目指さなければならない目標である。
その成果を評価するにあたって、家庭でウェールズ語を話す 5 歳児の割
合、書くスキルを持つ話者の割合、ウェールズ語で行われる催しへの参
加、ウェールズ語スタンダードを順守する機関の数など、言語が使われ
ることを念頭においた指標をあげていることからも、すでに作成されて
いた推進戦略は 2011 年国勢調査の結果を受けて言語の復興のために取
るべき道を予め示していたことになる。「生きている」言語として言語
復興の成功例と成りうるのかウェールズ語は今後も注目される事例であ
る。
注
(1)  日本語文献の中には、言語本来の呼び方を尊重し、「カムリー (Cymru)」と
いう国名から「カムリー語」という表現をとっているものや、「カムライグ
(Cymraeg)」という言語名から「カムライグ語」という呼び方を合わせて紹
介するものもあるが、本稿では、国名を「ウェールズ」、言語を「ウェール
ズ語」とする。
(2)  2007 年試行調査および 2009 年予行調査の質問票は、イングランド、ウェー
ルズ（英語版）、ウェールズ（ウェールズ語版）とも国立統計局のウェブ
サイトで閲覧可能である。http://www.ons.gov.uk/ons/guide-method/census/ 
2011/how-our-census-works/how-we-planned-the-2011-census/questionnaire-
development/2007-test-and-2009-rehearsal/index.html
(3)  2011 年国勢調査の質問票は、イングランド、ウェールズ（英語版）、ウェー
ルズ（ウェールズ語版）とも国立統計局のウェブサイトで閲覧可能である。
	 http://www.ons.gov.uk/ons/guide-method/census/2011/how-our-census-works/
how-we-took-the-2011-census/how-we-collected-the-information/questionnaires--
delivery--completion-and-return/2011-census-questions/index.html
(4)  Annual Population Survey (APS) から試算されるウェールズ語話者数および話
者率についてはウェールズ議会政府のオンラインデータサービスから閲覧
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可能である。Annual Population Survey estimates of persons aged 3 and over who 
say they can speak Welsh by local authority and measure. https://statswales.wales.
gov.uk/Catalogue/Welsh-Language/AnnualPopulationSurveyEstimatesOfPersons 
Aged3andOverWhoSayTheyCanSpeakWelsh-by-LocalAuthority-Measure
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